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今年度の環境整備作業を８月２０日（土）

に実施いたします。草刈機をお持ちの方は

ぜひ，ご持参いただいてお手伝いください。 

詳細は，お知らせのプリントをご覧くだ

さい。（８月５日(金)配布予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月８日（金）にＰＴＡ救急法講習会がありました。深安消防署安田出張所の署長さんはじめ講師

の方々が４名おいでくださり指導をしてくださいました。油木保育所の先生方の参加もあり，全員が

熱心に講習を受けました。今年度は，５・６年生の児童も参加し，ドキドキしながらも真剣に取り組

みました。 

プールで溺れた時の救助の仕方や最新の心配蘇生法，ＡＥＤの使い方等，有意義な講習会となりま

した。今回学んだことをいざというときに生かして，子どもたちの命・自分の命・周りの人の命を守

っていきたいと思います。 

水の事故も交通事故も，あらゆる事故が起きない夏休みになるように願っています。周りの大人が

子どもたちへの声かけ，見守りをしっかりしていきましょう。 

９月のおもな予定 

７日（水）運動会総学習 

８日（木）代休 

１０日（土）授業日 運動会準備 

１１日（日）小保合同運動会 

１２日（月）代休 

１５日（木）読み語り 

１６日（金）ＰＴＡ拡大総務委員会 

１９日（月）敬老の日 

２１日（水）町内陸上記録会（5，6 年生） 

２２日（木）秋分の日 

２３日（金）町内陸上記録会予備日 

７月２４日（日）～２７日（水） 

      「山･海･島」体験活動（5 年生） 

       （国立吉備青少年自然の家） 

８月５日（金）全校登校日（下校 11:４0） 

         【平和学習，水泳記録会】 

８日（月）ＰＴＡ総務委員会（19:00～） 

２０日（土）PTA 環境整備作業 

２９日（月）２学期始業式（16:30 下校） 

       

７・８月のおもな予定 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

『ヒロシマ・ナガサキ原爆と人間パネル展』

を８月５日（金）８：３０～１６：３０ 

油木小学校 多目的ホールで油木・豊松の

原爆被害者の会のパネルをお借りして行い 

ます。どうぞお越しください。 

ぜひお越しいただき，ご覧ください。 

 

 ７月１１日（月）油木小学校で巡回演奏会が行われました。 

今年度は，ピアノ・チェロ・ヴァイオリンのトリオ『ミュゼ』のみなさんによるコンサートでした。 

 音楽室中に響き渡る音色に，全校児童は聞き惚れていました。 

 音楽の授業でも鑑賞したことのある「トルコ行進曲」や「白鳥」やどこかで耳にしたことのある「カノン」な

どの曲を生演奏で聴くことができました。 

ヴァイオリン奏者の早稲田桜子さんは，４年前にもお出でくださった方で，神石高原町をとても気に入ってく

ださっているようでした。 

                最後には，油木小学校校歌『緑の朝に』を 

「ミュゼ」のみなさんの素敵な演奏に合わせて 

全校児童で歌いました。 

               「ミュゼ」の皆さんが「児童のみんなの 

              歌声が素晴らしかったです。もう一度一緒に 

              演奏・合唱したいくらいです。」とおっしゃら 

れていました。 

               音楽の楽しさを改めて実感した時間でした。 

「神ってる」と「集中力」 
 

 「今年のカープは，・・・・。」とカープファンならずとも，躍進に関心を持たれる方も多いのでは

ないでしょうか。セパ交流戦の終盤，鈴木誠也選手が 2 試合連続サヨナラホームランを打ち，緒方

監督が鈴木選手のことを「神ってる」とコメントしたことで，この言葉は一躍流行語となっているよ

うです。 

 「神ってる」は，「神る」が元になると思いますが，「神る」自体，最近の若者言葉の「～る」とい

う本来の言葉を短く表した一つのようです。「しくじる」を「しくる」，「告白する」を「こくる」と

いうように，「神懸かる（カミガガル）」が「神る」になったのではないでしょうか。 

 「神懸かる」とは，「神がのりうつる」ということです。こうした考え方は，日本古来からあり，

邪馬台国の女王「卑弥呼」は，神のお告げを聞いて，国づくりをすすめていったと中国の歴史書にも

書かれています。また，「木霊（こだま）」のように，自然や自然現象に神聖なものを感じる国柄でも

あります。 

 ただ，鈴木選手に，「あのホームランは神様のおかげだね。」と言うでしょうか。もちろん，カープ

ファンならそんな失礼なことを言う人はいないでしょう。それは，鈴木選手の努力であり，集中力の

たまものであることをファンは知っているからです。 

 努力を続け，無心になって集中する姿は美しいものです。子ども達にはそういう姿が大人以上に現

れるものです。それは，サヨナラホームランという派手な形でありませんが，それに気づき，認め，

励ます大人でありたいものです。 

 このままカープが勝ち進み優勝すれば，今年の流行語大賞は，「神ってる」になると思っているカ

ープファンもいらっしゃるのではないでしょうか。 

校長  神 部 尚 弥 

 


